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令和８年度 DSリカレントプログラム概要 

 

１．統計学コース 

企業や自治体において、エビデンスに基づく意思決定は今や不可欠である。そのため本コ

ースでは、統計的なデータ取得の方法からデータ可視化の手法、多変量データや時空間デー

タの統計分析手法、さらにはゲノム配列情報の分析手法まで、ビッグデータ時代の分析担当

者に必須となる統計学の知識を体系的に習得することを目的としている。 

 

【履修モデルの例】 

履修モデル１：統計学特論＋標本調査特論＋データ可視化特論 

データに基づいた政策立案に関わっている／関わろうとしている自治体の担当者が、住民

意識調査データ等を活用する技術を体系立てて学びたい。 

 

履修モデル２：統計学特論＋多変量統計解析特論＋数理モデル特論＋計算機統計学特論 

統計的な予測モデルの構築方法や顧客の行動を多角的に分析する方法等を実践的に身に付

け、業務における意思決定にデータを役立てたい。 

 

履修モデル３：統計学特論＋時系列データ解析特論＋空間行動データ解析特論 

需給分析や商圏分析等のマーケティング業務に従事している／しようとしている方が、よ

り効果的に時系列データや空間データを扱うための知識を身に付けたい。 

 

（対象科目） 

科目名 選択・必修 開講時期 担当教員 

統計学特論 必修 前期 水曜 ５限 岡村 寛 

計算機統計学特論 

選択 

前期 月曜 ４限 北園 淳 

空間行動データ解析特論 前期 月曜 ６限 山田 崇史 

データ可視化特論 前期 火曜 ４限 鈴木 雅智 

標本調査特論 前期 水曜 ４限 土屋 隆裕 

多変量統計解析特論 前期 金曜 ５限 森山 卓 

数理モデル特論 前期 金曜 ６限 尾﨑 順一 

時系列データ解析特論 後期 月曜 ６限 上田 雅夫 

都市環境データ解析特論 後期 水曜 ５限 大西 暁生 

実験計画と因果推論特論 後期 水曜 ６限 竹内 由則 

生物情報データ解析特論 後期 金曜 ４限 三澤 計治 

 

（受講条件） 

統計学、多変量解析、線形代数に関する知識並びに Rや Pythonの利用経験があること

が望ましい。 

次頁に「２．機械学習コース」の記載あり 
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２．機械学習コース 

世の中で生み出されるデータは多種多様となっており、それらのデータを活用して社会

における価値を創造するデータサイエンスにおいて、機械学習は必要不可欠なものとなっ

ている。本コースでは、機械学習を活用するための基礎的な理論やデータの処理技術から、

機械学習の基本的なアルゴリズム（教師あり学習、教師なし学習、強化学習等）、データ種

別（画像、音声、テキストデータ等）に対応した応用的なアルゴリズムやそれらの実装まで

を体系的に習得することを目的としている。 

 

【履修モデルの例】 

履修モデル１：機械学習特論＋非構造化データ特論＋自然言語処理特論 

VOC(Voice Of Customer)分析等において、音声やテキスト情報から、顧客ニーズや課題発

見を行う業務に従事している／しようとしている方が、これらデータの扱い方をより深く

理解したい。 

 

履修モデル２：機械学習特論＋プログラミング特論＋データマンジング特論＋クラウド

コンピューティング特論 

機械学習を用いたシステム開発などの業務に従事している／しようとしている方が、業

務の目的に応じた高度なデータ処理技術を身に付けたい。 

 

履修モデル３：機械学習特論＋最適化の基礎と応用特論＋画像処理特論＋地震データ解

析特論 

機械学習を用いたデータ分析を行っている／行おうとしている方が、ライブラリやツー

ルの内部で行われている処理内容を理論的に理解し、対象とするデータに合わせてより適

切に機械学習技術を使いこなしたい。 

 

（対象科目） 

科目名 選択・必修 開講時期 担当教員 

機械学習特論 必修 後期 月曜 ５限 中村 直俊 

最適化の基礎と応用特論 

選択 

前期 月曜 ５限 藤田 慎也 

データマンジング特論 前期 火曜 ５限 戸田 浩之 

クラウドコンピューティング特論 前期 火曜 ６限 佐藤 彰洋 

地震データ解析特論 後期 月曜 ４限 金 亜伊 

非構造化データ特論 後期 火曜 ４限 落合 桂一 

プログラミング特論 後期 火曜 ５限 小屋 良祐 

自然言語処理特論 後期 水曜 ４限 越仲 孝文 

画像処理特論 後期 金曜 ５限 檜作 彰良 
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（受講条件） 

 

（授業時間） 

初歩的な機械学習、例えば決定木やサポートベクトルマシンの知識を前提とする。ま

た、学部生レベルの統計や線形代数、アルゴリズムに関する知識があること、初歩の機械

学習ライブラリ(scikit-learn など)を使った Python プログラミングの経験があること

が望ましい。 

時限 時間 

１限 8時 50分～10時 20分 

２限 10時 30分～12時 

３限 12時 50分～14時 20分 

４限 14時 30分～16時 

５限 16時 10分～17時 40分 

６限 17時 50分～19時 20分 


